
SDGs宣言

取組事例

当法人は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献して参ります。

安全を最優先に、誠意と温和な心をもった医療・介護サービスの提供を通じて
地域医療の向上と地域社会に貢献して参ります。

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。

持続可能な開発目標（SDGs）とは
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• 医療安全管理委員会等の設置による安全品質徹底

• 電子カルテシステムの有効活用

• 勤務時間インターバル制度による医療安全確保

• 教育機関での職業講義実施

• 地域人材の積極採用による雇用創出と地域活性化

• 看護系教育機関からのインターンシップ受入れ

• 完全週休２日制度の徹底と柔軟な勤務体制整備

によるワークライフバランス推進

• 兼業解禁による多様な働き方の選択肢

• 労働安全衛生委員会の設置による労務管理

• ストレスチェックの定期的な実施

• ハラスメント委員会の設置による安心して働き

続けられる職場環境整備

• 研修受講による従業員のスキルアップ支援

医療法人 保仁会

従業員を大切に、健全な組織体制の確立を通じて、企業価値の向上に努めます。
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事業内容

■医療・介護・福祉事業

地域の方々が日々の生活を支障なく健やかに送れるよう、健診

事業や疾病の治療・治療後の回復期リハビリテーション・療養

の医療事業、また介護老人保健施設・通所リハビリテーション

などの介護支援事業も行っております。

医療法人 保仁会

理事長 神谷敬一郎

医療法人 保仁会 泉ヶ丘病院は、1991年7月1日に、敦賀市の

泉ヶ丘に開設しました。

経営理念である、

「人命を尊び、人の心を思いやり、自己の使命を自覚し、謙

虚にして誠実なる精神を養い、病める人、傷つける人のため

に、全身全霊を以って当たります。」 のもと

開設以来、地域の方々の健康・医療・介護・福祉にお役に立

つように事業を展開しており、今後も全職員が誠心誠意、皆

様のご健康をお守りできるよう努力して参ります。

これからもSDGsや健康・医療・介護・福祉に真摯に取り組

むことで地域社会に貢献していきたいと考えます。
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